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別記様式第７号

新 規 事 業 箇 所 調 書

調書作成年月日 平成２０年 ２月１２日

事 業 担 当 課 防災砂防課

追久保地すべり対策事業 補助 宮城県事 業 名 補助・単独の別 事業主体
お い く ぼ

白石市小原字追久保地内 宮城県施行地名 管理主体
おば ら あ ざ お い く ぼ

地すべり等防止法根拠法令

平成１９年７月１５日～１６日にかけて本県を襲来した台風４号により，宮城県事業目的

白石市小原字追久保地区において，大規模な地すべり災害（推定移動土塊量V≒100

万立米)が発生し，市道２路線が被害を受けたことにより付近の１４世帯３５名が一時孤立し

たほか，地すべり直下部の渓流が閉塞し，砂防えん堤１基が被害を受けたものである。

このため，更なる地すべり活動による渓流の閉塞防止や，市道の復旧事業を円滑に行うべ

く，地すべり対策事業により押さえ盛土工と地下水位低下工を主体とした対策工を実施，地

すべり災害の再発防止を図るものである。

事業内容

・押さえ盛土工 一式

・頭部排土工 一式

・土留めえん堤工 １基

・地下水排除工 一式

・表面排水工 一式

事 業 費

全 体 事 業 費 費 用 負 担 内 訳

国 県 市町村 その他

( )

内用地費 [ 58 %] [ 42 %] [ %] [ %]

12.40億円 0.10億円 7.18億円 5.22億円 － 億円 － 億円

事業期間

※災害関連緊急事業としてＨ１９年度途中より事業実施

事 業 期 間 平成１９年度～平成２２年度（ ４ 年間）

用地買収着手予定年度 平成２０年度 工 事 着 手 予 定 年 度 平成１９年度

施設管理の予定

地すべり防止施設自体の管理は県となるが，当該地を通過する市道管理者(白石市)と連携

を図り，合理的な維持管理形態となるべく，調整を図っていく。
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上位計画等

土木行政推進計画（宮城県土木部）

当該地すべり対策事業の実施に伴い，市道災害復旧事業も実施予定。

事業を巡る社会経済情勢等

○社会経済情勢

昨今の地球温暖化に伴う異常気象の多発により，全国各地で土砂災害が多発しており

（平成18年発生件数1441件・死者行方不明者25名）土砂災害対策に対する社会のニーズは

今後も高まっていくと思われる。

○地元情勢，地元の意見

当該地は地すべり多発地帯であることから，事業への関心は高い。

事業効果

○想定される事業効果

・白石川支川蝦夷倉川の閉塞防止に伴う白石川への悪影響を回避。

・白石市道小久保平原線の復旧に伴う小久保平地区をはじめとする集落の孤立化の防止。

関連事業の概要・進捗状況等

白石市道の災害復旧事業(平成２１年度予定)

代替案との比較検討

地すべり土塊により寸断した市道及び河川のバイパス案が考えられるが，周辺の地すべり

を誘発する恐れがあることから採用は不可能である。

コスト縮減計画

頭部排土工により現場内で発生する残土を押さえ盛土工に全量流用し残土処理費を排除し

ている。

費用対効果

災害関連事業であり，算出していない。

地域指定状況等

蔵王高原国立自然公園（普通地域）指定地

影響と対策

工作物については小規模なものとし，環境への影響を最小限とする。
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事業箇所評価結果

評価結果と予算への反映状況が異なる場合の理由評点による順 予算化された箇所数
（低順位にもかかわらず予算化された理由）位

（ ）地すべり対策事業 新規事業箇所

１位／２ ２ 箇所

対応方針

事業実施

総

合

評

価



白石市

特定緊急地すべり対策事業
みやぎけんしろいしし おいくぼちく

宮城県白石市 追久保地区

平成１９年７月１５日～１６日にかけて本県を襲来した台風４号により、宮城県白石市小原字追久保地
区において、大規模な地すべり災害（推定移動土塊量V≒100万立米)が発生し、市道２路線が被害を受
けたことにより付近の１４世帯３５名が一時孤立したほか、地すべり直下部の渓流が閉塞し、砂防えん堤
１基が被害を受けたものである。
このため、更なる地すべり活動による渓流の閉塞防止や、市道の復旧事業を円滑に行うべく、平成１９

年度に災害関連緊急地すべり対策事業を申請し、同年8月7日に採択されたものである。また、地すべり

全体の総合的な対策を確実に実施すべく、特定緊急地すべり対策
事業を申請し、押さえ盛土工と地下水位低下工を主体とした対策工
を実施、地すべり災害の再発防止を図るものである。

追久保地区特定緊急地すべり対策事業
全体事業費：５５０百万円
事業 期間：平成２０年度～平成２２年度
H20要求額：２４０百万円（国費１２０百万円）
H20実施工：押さえ盛土工 渓流保全工

①

②

③

１

２

３地すべりにより滑落した市道

地すべり頭部の滑落崖

滑落した市道

押え盛土末端の
土留めえん堤

押え盛土(上部)

渓流保全工

地滑りブロック

集水井

地滑りブロック

集水井 集水井

【災関対応（Ｈ１９） 】

・土留めえん堤工
・押さえ盛土工（下部）
・頭部排土工

【特緊対応（Ｈ２０～Ｈ２２） 】

・押さえ盛土工（上部）
・頭部排土工
・渓流保全工
・集水井

頭部排土

押え盛土(下部）

頭部排土

約３０ｍ滑落
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